
令和６年３月の問題-No.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解) 

 正方形の一辺の長さを a、小円、大円の半径をおのおの𝒓𝟏, 𝒓𝟐とする。すると、

△CHG∽△BEJ より、 
𝐆𝐇

𝐫𝟏
=

𝑩𝑱

𝒓𝟐
    ∴   𝒓𝟐 = (𝑩𝑱)

𝒓𝟏

𝑮𝑯
=

𝒂

√𝟐
∙

𝒓𝟏

𝟐 𝟏 + √𝟐 𝒓𝟏

=
𝒂

𝟐 𝟐 + √𝟐
    ⋯ (𝟏) 

となる。また、 
(𝐀𝐂) = (𝐀𝐉) + (𝐉𝐊) + (𝐊𝐎𝟏) + (𝐎𝟏𝐂) = √𝟐𝐚 

=
𝒂

√𝟐
+

√𝟑

𝟐
∙ 𝟐 𝟏 + √𝟐 𝒓𝟏 + 𝒓𝟏 + √𝟐𝒓 𝟏  

上式を整理すると、 
𝒂 = √𝟐 𝟏 + √𝟐 + √𝟑 + √𝟔 𝒓𝟏        ⋯ (𝟐) 

題意より、小円の半径は𝒓𝟏 = 𝟎. 𝟓寸であるから、正方形の一辺の長さ a は(2)式

より、 

𝒂 = √𝟐 𝟏 + √𝟐 + √𝟑 + √𝟔 (𝟎. 𝟓) = 𝟒. 𝟔𝟔𝟑𝟗𝟎𝟐𝟒𝟔      ⋯ (𝟑) 

を得る。 

(3)式を(1)式に代入し、大円の径を求める。 
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𝒓𝟐 =
𝒂

𝟐 𝟐 + √𝟐
=

𝟒. 𝟔𝟔𝟑𝟗𝟎𝟐𝟒𝟔

𝟐 𝟐 + √𝟐
= 𝟎. 𝟔𝟖𝟑𝟎𝟏𝟐𝟕 

従って、大円の直径𝟐𝒓𝟐は、 
𝟐𝒓𝟐 = 𝟏. 𝟑𝟔𝟔𝟎𝟐𝟓𝟒寸 

となる。 

 

（答 大円直径 1.366 寸） 


